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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第26期
第１四半期
累計(会計)期間

第25期

会計期間

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成19年
10月１日
至平成20年
９月30日

売上高（千円） 783,759 10,200,339

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△295,087 651,114

当期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △269,358 421,383

持分法を適用した場合の投資利益（千円） - -

資本金（千円） 1,438,2201,438,220

発行済株式総数（株） 6,450,0006,450,000

純資産額（千円） 4,712,0985,077,255

総資産額（千円） 11,574,17512,640,362

１株当たり純資産額（円） 743.60 801.22

１株当たり当期純利益金額又は

四半期純損失金額（△）（円）
△42.51 65.79

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） - -

１株当たり配当額（円） 15 15

自己資本比率（％） 40.7 40.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△42,254 △39,091

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△19,054 35,031

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△7,373 122,278

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 1,506,5071,575,189

従業員数（人） 240 238

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社がないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．従業員数は、就業人員数を記載しております。

５．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期会計期間において、当社の企業集団（当社および当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

 

 

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 240 (29)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期会計期間の生産実績を製品別に示すと次のとおりであります。

製品別
当第１四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

露光装置（千円） 259,420

検査装置（千円） -

その他装置（千円） -

自動化装置（千円） 17,615

部品他（千円） 242,685

合計（千円） 519,721

　（注）１．金額は製造原価によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．四半期財務諸表を作成する初年度であるため、前年同期比は作成しておりません。 

 

(2）商品仕入実績

　当第１四半期会計期間の商品仕入実績を商品別に示すと次のとおりであります。

商品別
当第１四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

粉末成形プレス機他（千円） 39,955

合計（千円） 39,955

　（注）１．金額は仕入金額によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．四半期財務諸表を作成する初年度であるため、前年同期比は作成しておりません。

 

(3）受注実績

　当第１四半期会計期間の受注状況を製品、商品別に示すと次のとおりであります。

製品・商品別

当第１四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

受注高 受注残高

製品

露光装置（千円） 91,988 658,230

検査装置（千円） - -

その他装置（千円） - -

自動化装置（千円） 17,468 -

部品他（千円） 265,489 42,128

小計（千円） 374,945 700,358

商品
粉末成形プレス機他（千円） 49,458 1,795

小計（千円） 49,458 1,795

合計（千円） 424,404 702,154

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．四半期財務諸表を作成する初年度であるため、前年同期比は作成しておりません。
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(4）販売実績

　当第１四半期会計期間の販売実績を製品、商品別に示すと次のとおりであります。

製品・商品別
当第１四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

製品

露光装置（千円） 313,800

検査装置（千円） -

その他装置（千円） -

自動化装置（千円） -

部品他（千円） 421,483

小計（千円） 735,283

商品
粉末成形プレス機他（千円） 48,475

小計（千円） 48,475

合計（千円） 783,759

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．四半期財務諸表を作成する初年度であるため、前年同期比は作成しておりません。

３．当第１四半期会計期間の主要な輸出先別の輸出販売高及び総販売実績に対する輸出高の割合並びに輸出高

の総額に対する主な輸出先別の割合は、次のとおりであります。

輸出先

当第１四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金額（千円） 割合（％）

　韓国 201,934 50.7

　中国 196,205 49.3

合計
398,139

(50.8％)
100.0

４．当第１四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次

のとおりであります。なお、本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

相手先

当第１四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金額（千円） 割合（％）

鴻海精密工場股?有限公司 144,500 18.4

LG MICRON LTD. 91,000 11.6

メディアテクノ株式会社 79,381 10.1

合計 314,881 40.2
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２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

  

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中における将来に関する事項は、当第１四半期報告書提出日（平成21年２月13日）において当社が判断したもの

であります。

　

　　(1) 業績の状況

　 

　当第１四半期におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題やリーマンブラザーズの破綻に端を発した

世界的な金融資本市場の混乱を受けての円高や世界同時株安により、景気は大幅減速の局面となりました。

　プリント配線板業界におきましても、ＩＴ関連製品はもとよりエレクトロニクス製品全般にわたり企業の急激な

業績悪化により需要が激減し、加えて、市場、特に海外市場の大幅な鈍化による在庫調整等に伴う受注減が続くとと

もに、先行き不透明感が一層強くなり、低調に推移いたしました。  

　このような環境下において、増設並びに新規の商談が減少し、当社の主力製品であります露光装置は販売台数、販

売金額ともに前年同期を大幅に下回る結果となりました。主要マーケットである韓国では、未曾有の通貨危機によ

り需要が減衰し、台湾・中国におきましても景気減速による工場の稼働率低下の影響により、当社自動露光装置も

設備投資抑制の対象となりました。また、第２の柱として注力しております自動化装置につきましても、国内取引先

の工場稼働率低下等の影響により、同様の状況となりました。

 

　売上高では、露光装置・自動化装置等が大幅に減少した結果、売上高全体では、前年同期比で915,024千円の減少と

なりました。利益面におきましては、人件費および経費の削減を行ったものの、売上高の減少が大きく、大幅な減収

減益という結果となりました。

 

　以上の結果、売上高につきましては783,759千円 となり、営業損失280,237千円、経常損失295,087千円、四半期純損

失は269,358千円となりました。

 

(2) 財政状態の分析 

資産、負債及び純資産の状況

　当第１四半期会計期間末の財政状態は、前事業年度末に比べ以下のとおりとなりました。

（資産）

　流動資産は、前事業年度末に比べて1,052,124千円減少し、7,831,239千円となりました。これは、現金及び預金が

68,681千円、受取手形及び売掛金が1,465,524千円それぞれ減少し、たな卸資産が652,963千円増加したことなどに

よるものです。

　固定資産は、前事業年度末に比べて14,062千円減少し、3,742,936千円となりました。　

　この結果、総資産は、前事業年度末に比べて1,066,186千円減少し、11,574,175千円となりました。

（負債）

　流動負債は、前事業年度末に比べて465,216千円減少し、4,624,164千円となりました。これは、支払手形及び買掛金

が482,613千円、未払法人税等が184,726千円それぞれ減少し、短期借入金が336,000千円増加したことなどによるも

のです。

　固定負債は、前事業年度末に比べて235,812千円減少し、2,237,912千円となりました。これは、社債50,000千円、長

期借入金196,036千円が減少したことなどによるものです。

　この結果、負債合計は前事業年度末に比べて701,029千円減少し、6,862,077千円となりました。

（純資産）

　純資産合計は、前事業年度末に比べて365,157千円減少し、4,712,098千円となりました。これは、主に当第１四半期

純損失269,358千円の計上と、配当金支払により利益剰余金が364,412千円減少したことなどによるものです。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、1,506,507千円であり前事業年度末と比べ68,681千円の

減少となりました。その内訳は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期会計期間において営業活動の結果支出した資金は、42,254千円となりました。

　これは、主に売上債権が1,478,611千円減少したことと減価償却費 78,738千円の計上による資金増加がありまし

たが、税引前四半期純損失317,127千円の計上並びにたな卸資産の 652,963千円増加と仕入債務の471,301千円減少

と法人税等の支払額 177,811千円などにより資金が減少したことによります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期会計期間において、投資活動の結果支出した資金は、19,054千円となりました。

　これは、主に貸付金の回収による収入 5,000千円による資金増加がありましたが、長岡工場の機械設備購入等によ

る有形固定資産の取得 22,706千円などにより資金が減少したことによります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期会計期間において、財務活動の結果支出した資金は、7,373千円となりました。

　これは、主に運転資金の調達により短期借入金が336,000千円純増加による資金増加がありましたが、長期借入金

の返済 225,267千円、社債の償還による支出 50,000千円、配当金の支払額 66,203千円などにより資金が減少した

ことによります。

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

　当第１四半期会計期間における研究開発活動の金額は、207,606千円であります。

　なお、当第１四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更はあり

ません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。

 

 

 

 

EDINET提出書類

株式会社　アドテックエンジニアリング(E02111)

四半期報告書

 8/21



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,800,000

計 25,800,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月13日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 6,450,000 6,450,000
株式会社ジャスダック証券

取引所
   （注）

計 6,450,000 6,450,000 － －

　（注）完全議決権株式であり、権利内容に何らの限定の無い当社における標準となる株式であり、単元株式数は100株で

あります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

 

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日
- 6,450,000 - 1,438,220 - 1,822,015

 

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、直

前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容
無議決権株式 ─ ― ─
議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─
議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等) 　　　　　　113,100 ―
１（１）②発行済株式の「内容」
欄に記載の通りであります。

完全議決権株式(その他) 普通株式　6,336,700 63,367同上
単元未満株式 　　　　　　　　200　　 ― ─
発行済株式総数 　　　　　6,450,000 ― ―
総株主の議決権 ― 63,367 ―

　 

 

②【自己株式等】

平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対す
る所有株式数の割合
（％）

株式会社

アドテックエンジ

ニアリング

東京都港区虎

ノ門3-5-1　
113,100 － 113,100 1.75

計 － 113,100 － 113,100 1.75

 

 

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
10月

11月 12月

最高（円） 282 253 197

最低（円） 172 151 142

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期累計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。

  

次へ
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１．会計処理基準に関する

事項の変更

 （１）たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、商品・仕掛品は個別法によ

る原価法、原材料は移動平均法による原価法によっておりましたが、当第1四半期会計

期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月

５日）が適用されたことに伴い、商品・仕掛品は個別法による原価法(貸借対照表価額

については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)、原材料は移動平均法による原価

法(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)により算定し

ております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

 （２）リース取引に関する会計基準の適用 

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計

基準第13号（平成5年6月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年3月30日改正））

及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平

成6年1月18日（日本公認会計士協会　会計制度委員会）、平成19年3月30日改正））が

平成20年4月1日以後開始する事業年度に係る四半期財務諸表から適用することができ

ることになったことに伴い、当第１四半期会計期間からこれらの会計基準等を適用し、

通常の売買取引に係る会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス・

リース取引に係るリース資産の減価償却の方法については、リース期間を耐用年数と

し、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引に

ついては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しておりま

す。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

【簡便な会計処理】

当第１四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

棚卸資産の評価方法

当第１四半期会計期間末における棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高を基礎と

して合理的な方法により算定する方法によっております。

 

【追加情報】

 

当第１四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

 （有形固定資産の耐用年数の変更） 

　　平成20年度の法人税法の改正を契機として有形固定資産の利用状況を見直した結果、当第１四半期会計期間より、機

械及び装置の耐用年数を変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成20年12月31日）

前事業年度末
（平成20年９月30日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　1,861,284千円

 

※２　期末日満期手形

　期末日満期手形の会計処理については、当第１四半期

会計期間の末日は金融機関の休日でしたが、満期日に決

済が行われたものとして処理しております。

　なお、 期末日満期手形の金額は次のとおりでありま

す。

　

 受取手形 2,145千円

 支払手形 359,071千円

 

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　1,788,858千円

 

※２　　　　　　　――――――――

 

 

 

（四半期損益計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

 

※１　販売費及び一般管理費の主なもの 

 

 製品保証引当金繰入額 12,364千円

 退職給付費用 4,228千円

 賞与引当金繰入額 7,247千円

 研究開発費 207,606千円

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と、四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成20年12月31日現在）

現金及び預金勘定 1,972,507千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △266,000千円

担保差入定期預金 △200,000千円

現金及び現金同等物 1,506,507千円
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（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成20年12月31日）及び当第１四半期累計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年

12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　　　普通株式　　　　　　　6,450,000株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　　　普通株式　　　　　　　　113,112株

 

３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　　　　 

 

４．配当に関する事項

　　　　　配当金支払額

 

 

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年12月19日

定時株主総会
普通株式 95,053 15 平成20年９月30日平成20年12月22日利益剰余金

 

 

（有価証券関係）

　当第１四半期会計期間末（平成20年12月31日）

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動が認められな

いため、記載しておりません。 

   

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期会計期間末（平成20年12月31日）

デリバティブ取引の四半期会計期間末の契約額等は、前事業年度の末日と比較して著しい変動が認められな

いため、記載しておりません。

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

  

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成20年12月31日）

前事業年度末
（平成20年９月30日）

１株当たり純資産額 743.60円 １株当たり純資産額 801.22円

２．１株当たり四半期純損失金額

 
当第１四半期累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 42.51円

潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額

なお、潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額については、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

 

　　（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。　　　　

 
当第１四半期累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純損失（千円） 269,358

普通株主に帰属しない金額（千円） -

普通株式に係る四半期純損失（千円） 269,358

期中平均株式数（株） 6,336,888

 

 

 

 

（リース取引関係）

当第１四半期会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

リース取引開始日が会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース 取引について通常の

賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期会計期間末におけるリース取引残高は前事

業年度に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,972,507 2,041,189

受取手形及び売掛金 ※2
 1,800,377 3,265,901

商品 35,915 35,300

原材料 832,468 648,923

仕掛品 2,847,101 2,378,299

その他 342,868 513,750

流動資産合計 7,831,239 8,883,363

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 2,368,039

※1
 2,414,446

土地 571,287 571,287

その他（純額） ※1
 299,027

※1
 324,148

有形固定資産合計 3,238,355 3,309,882

無形固定資産 46,852 50,930

投資その他の資産 457,728 396,185

固定資産合計 3,742,936 3,756,998

資産合計 11,574,175 12,640,362

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 1,486,720 1,969,333

短期借入金 1,740,000 1,404,000

一年以内返済予定長期借入金 888,980 918,211

未払法人税等 2,490 187,216

賞与引当金 49,569 98,000

製品保証引当金 78,981 87,962

その他 377,424 424,658

流動負債合計 4,624,164 5,089,381

固定負債

社債 50,000 100,000

長期借入金 1,938,560 2,134,596

退職給付引当金 47,348 25,989

役員退職慰労引当金 187,762 197,893

その他 14,242 15,246

固定負債合計 2,237,912 2,473,725

負債合計 6,862,077 7,563,106
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,438,220 1,438,220

資本剰余金 1,822,015 1,822,015

利益剰余金 1,496,102 1,860,514

自己株式 △42,813 △42,813

株主資本合計 4,713,524 5,077,936

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,893 △1,554

繰延ヘッジ損益 1,467 874

評価・換算差額等合計 △1,425 △680

純資産合計 4,712,098 5,077,255

負債純資産合計 11,574,175 12,640,362
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 783,759

売上原価 558,095

売上総利益 225,664

販売費及び一般管理費 ※1
 505,901

営業損失（△） △280,237

営業外収益

受取利息 700

原子力立地給付金 8,497

その他 2,367

営業外収益合計 11,564

営業外費用

支払利息 21,936

その他 4,477

営業外費用合計 26,414

経常損失（△） △295,087

特別損失

固定資産除却損 93

ゴルフ会員権評価損 21,947

特別損失合計 22,040

税引前四半期純損失（△） △317,127

法人税、住民税及び事業税 771

法人税等調整額 △48,540

法人税等合計 △47,769

四半期純損失（△） △269,358
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △317,127

減価償却費 78,738

賞与引当金の増減額（△は減少） △48,431

製品保証引当金の増減額（△は減少） △8,981

退職給付引当金の増減額（△は減少） 21,358

受取利息 △700

支払利息 21,936

社債利息 326

固定資産除却損 93

ゴルフ会員権評価損 21,947

売上債権の増減額（△は増加） 1,478,611

たな卸資産の増減額（△は増加） △652,963

未収消費税等の増減額（△は増加） 62,575

仕入債務の増減額（△は減少） △471,301

その他 △71,790

小計 114,292

利息及び配当金の受取額 1,154

利息の支払額 △21,925

事故保険金の受取額 51,852

役員退職慰労金の支払額 △10,131

消費税等の還付額 315

法人税等の支払額 △177,811

営業活動によるキャッシュ・フロー △42,254

投資活動によるキャッシュ・フロー

貸付金の回収による収入 5,000

有形固定資産の取得による支出 △22,706

その他 △1,348

投資活動によるキャッシュ・フロー △19,054

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 336,000

長期借入金の返済による支出 △225,267

リース債務の返済による支出 △1,003

社債の償還による支出 △50,000

配当金の支払額 △66,203

その他 △898

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,373

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △68,681

現金及び現金同等物の期首残高 1,575,189

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,506,507
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月13日

株式会社アドテックエンジニアリング

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 猪瀬　忠彦　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐々田　博信　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アドテック

エンジニアリングの平成20年10月１日から平成21年９月30日までの第26期事業年度の第１四半期累計期間（平成20年10月

１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アドテックエンジニアリングの平成20年12月31日現在の財政状態並びに

同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　　
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